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議案第８号参考資料

件 名 

専決処分の承認を求めることについて 

（埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関す

る条例の一部を改正する条例） 

根拠法令等 地方自治法第１７９条第３項 

【 趣 旨 】 

令和２年３月の「新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策－第

２弾－」において、新型コロナウイルス感染症に感染し、又は感染が疑

われる後期高齢者医療保険の被保険者に傷病手当金を支給する広域連合

等に対し、支給額全額について国が特例的な財政支援を行うこととされ、

厚生労働省から当該傷病手当金の支給の検討について要請があった。 

これを受け、新型コロナウイルス感染症に感染し、又は感染の疑いが

あり、仕事を休んだことで収入が減少した被保険者に対して、早期に傷

病手当金を支給できる体制を整えるため、緊急に埼玉県後期高齢者医療

広域連合後期高齢者医療に関する条例を改正する必要があることから、

令和２年４月３０日に当該条例の一部を改正する条例を専決処分したもの。 

【 内 容 】 

(１) 対象者

給与等の支払を受けている被保険者のうち、新型コロナウイルス感染

症に感染し、又は感染が疑われ、療養のため労務に服することができな

い者 

(２) 支給対象日

労務に服することができなくなった日から起算して３日を経過した

日（以下、「支給対象期間開始日」という。）から、当該期間の最終日（最

長１年６か月）までのうち、労務に服することを予定していた日 

(３) 支給額

「直近の継続した３か月間の給与等の収入の合計額を就労日数で除

して得た金額」×２／３×就労予定日の日数 

なお、日額の上限は健康保険法（大正１１年法律第７０号）第４０条

第１項に規定する標準報酬月額等級の最高等級標準報酬月額の３０分

の１に相当する金額の３分の２に相当する金額 

(４) 適用期間

支給対象期間開始日が令和２年１月１日から規則で定める日までの

間に属する場合の期間 

施 行 日 令和２年５月１日 

【その他参考事項】 
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